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　 1　 緒　　言

　バ バ ロ ア は ゼ ラ チ ソ ゾ ル 中に 気泡を含 む 0／W 型エ マ

ル ジ ョ ン を分散させ て ゲ ル 化した もの で ある。実際に バ

バ ロ ア を 作 る時 に 問題 とな るの は 気泡ク リーム を変質さ

せ る こ となくゾ ル 中に 分散させ ，か つ ．体積 が 最大 とな

る よ うな ゾル を調製す る こ とで あ る 。 そ こで ，著者 らは

ゾ ル 中の 気泡 ク リ
ーム の 分散度 と気泡 ク リーム 混合 ゾル

の特性に つ い て 実験 し，パ パ ロ ア を作る 場合の 要領に つ

い て 検討した。次 い で ．パ パ ロ ア の お い し さは 混台す る

気泡 ク リーム に よ り生ずる と思 わ れ る の で ．気泡 ク リー

ム 混合 ゲ ル の テ ク ス チ ャ
ー
特性 に つ い て 実験 し，い くつ

か の 知見を碍た の で 報告する。

　皿　実験方法

　 1． 試料調製

　ゼ ラ チ ン ゾ ル は 斬 田 ゼ ラ チ ン KK 製 の 粒状 ゼ ラ チ ン

（水分 13．ユ％，灰分 ユ．8％）4g に蒸留水 （以下 水 と記す）

を 20ml 加え て 20分間膨潤させ た後，定量の 水を加えて

50℃ の 湯浴中で 定速 （30回／10秒）で か くは ん しつ つ 溶

解させ ，その まま J また は 副材料 を加 え て ，気泡 ク リー

ム 混 合後の ゼ ラ チ ン 濃度が 4 ％とな る よ うに 調製して ゾ

ル の 温度を 40 ’ C に して 5 分間保 っ た 。 副材料 は，じゃ

が い もデ ン プ ン と市販上白糖で ，前者は ゾル の 2 ％と し，

糊化 （90
° C まで 加熱） して 用 い ，後者 は ゾ ル の 20％ と

して ， その ま ま 加 え て溶解させ た。気泡 ク リーム は 市販

純生 ク リーム （乳脂肪47％以上） を ガ ラ ス 製ボール に 入

れ ，品温 を 5： C に 保 っ て，GE 　 mixer を用 い て ，　 Speed

No ．5 で 起泡 し，t 一パ ー
ラ γ が最高に 達した時点の もの

’
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を 100％起泡 と し，f，一バ ーラ ン が 100％起泡 の 50．80，

SO％ の 状態 の もの を そ れ ぞれ 50％起泡，80％起泡，90％

起泡の 各気泡 ク リーム と して ゼ ラ チ γ ゾル に 混台 した 。

気泡 ク リーム 量 は 全 ゾル の 20％ と し，5° C の 水 浴中で 定

温 に した ゾル に 加 え て ．ゲ ル の 体積 に お よぼす混合 ゾル

の 起泡の 影響をみ た試料以外は ， 定速で 10秒間 か くは ん

して ，気泡 ク リーム 混合 ゼ ラ チ ン ゾル （以下混台 ゾ ル と

記す）と した e なお ，4 ％ゼ ラ チ ン ゾル を対照 と した。

　ゲ ル の テ ク ス チ ャ
ー

特性測定 用試料は ，20°C の 各 ゾ

ル を 直径 3cm ，厚 み の 等 しい ぺ ト リ皿 に 高さ がL3cm に

な る よ うに 流 して
一

定時間 5GC で 冷蔵 して 得 た。

　2． 気泡クリ
ー

ム の 分散度

　一
定温度に 達した 混台 ゾル を 高 さ3．　5cm ．直径2．7cm

の 円柱型ガ ラ ス 容器に 流 して 5° Cで 20分間冷蔵 し、全 ゲ

ル の 高 さ に 対する混合 ゲ ル の 高 さの百 分率を求め て気泡

ク リ
ーム の 分散度と した 。

　3．　 ゾル の 流動特性 の 測定

　川崎 らの 報告
D を参照 して ，東京計 器 KK 製 の BSH −H

H 形粘度計を用 い ，＃［の ロ
ー

タ で サ ン プル 量 は 10g とし

た。測定 は ア ダ プ fi　一を 20° C の 水 槽中に
一定時間つ け

た後，ロ ータ を始動させ て 20秒後の 指示値 を 読み と り直

ち に 回転回数を変え，こ の 間 の操作時間 は 10秒と して 再

び ロ
ー

タ を始動 させ て連続的 に 測定 を 行い ，指 示 廬 よ り

ずり応力を，卩
一

タ の 回転回数 よ り，ず り速度を算出 し

た 。

　 4， ゾル の 凝固温度の 測定

　竹林の 方法
2） を 参考に して ，直径 1．5cm の 試験管に 10

9 の 20° C の ゾル と水銀湿度計を入 れ て 5° C の 水中に つ

け試験管を傾け て も ゾル が 流動 しな くな る点の 温度を凝
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固温度とした。なお実験は 3回 くり返 して 行い ，その 平

均値で 示 した 。

　5． ゲ ル の 体積の測定

2。・ C の 各 ゾ ル を シ リ ソ ダーに 流 して 5° C で 3吩 冷蔵

して tiル 鍵 せ 淀 量 まで 水を 加え て ・睡 を読み ・加

えた水量を さ し引い て ゲル の体積 と した ・ 実験は 3 回 く

り返して 平均値で 示 した 。

　 6． ゲ ル 組織の 観察

　20° C の 混 合ゾル を 5° C で 冷蔵 した ス ラ イ ドグ ラ ス 上

に で きるだ 騰 く流し 2 ％A−　7・ミ ウ ・ 酸水 溶液を 2 〜

3滴 た らしたベ トリ皿 中に 入 れて 密閉 し，ナ ス ミ ウ ム 酸

の 蒸気で 齪 して 勲 鏡観察 を 行 っ た ・

　 7． ゲ ル の特性の 測 定

　硬 さ，凝集性，付着性 は飯尾電機KK の vPt メ ータ

ーを用 い て ，運動速度 12cycles！min ，
チ ャ

ー トス ピード

1500mm ！min ，感度10v ，運動回 数 2 回，試料 の高 さ 13

mm ，　 fi・ ・）ア ラ ソ ス 2mm となる よ う孕轂 定 して 5℃ で

10〜60分冷蔵した試料 ｝・つ い
一C・＃1・1定した ・ 実験は 3 回 く

り返 して 行い ，1回 に 3個ずつ 測定 し て そ の 平均値で 示

　 した 。

　皿　結果 と考察

　1， 気泡ク リーム の 分散度

対 照 砂糖励 ・ゼ ラ チ ソ カ レお よび デ ン プ ソ 添加 ゼ ラ

チ ソ ゾル の 温 度を50〜25°C に 設定 して・100％起泡
一

気

泡 ク リーム を加 え て5 ° C の 水槽中に つ げ て定速で か くは

ん し，45℃ よ ；）気泡 ク リーム が完全 に 分散す る まで の

混台 ゾ ル の 分鞭 を み た もの が 第 1図で あ る・な纏 温

20CC の 場合ゼ ラ チ ソ ゾル に 気泡 ク リ
ー

ム を 加えて，定

速で 10秒か くは んす ると，ゾ ル の 温度 は 約5°C 低下 す る。
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　第 1図　見泡 ワ リ
ー

ム 混 含 ゾル の 温度 の 違い に よ る分散度

　第 1図 よ り，混 臼ゾル の 分散度は ，温度の 低下に 伴い

急速 に 上昇し，気泡 ク リーム は 20℃ で 完全に 分散す る。

砂糖 また は デ ン プ ソ 添加 ゼ ラ チ ソ ゾ ル の 場含は ， 対照 よ

り分散しや す くなる が，温度の 低下に 伴 う分散度の 変化

は ，45〜35 ° C 間は 急速に 高 ま るが，その 後や や緩慢と

なるため ，気泡ク リーム が完全に 分散す る温度は 21〜22
° C で あり．対照 の 場合 よ り 1〜 2 ° C 高 い 程度である 。

従 っ て ，以下 の 実験で は ，25
°C の ゼ ラ チ ソ ゾル に 気泡

ク リーム を混合 して 20° C の 混合 ゾル を調製した。なお ，

気泡混合時の ゼ ラ チ ソ ゾ ル の 温度が 40 ° C 以上 の 場合は ，

混 合 ゾル は表面 よ り気泡 ク リーム 層，ク リーム 混合ゼ ラ

チ ソ 層，ゼ ラ チ ン 層 の 三 層に 分離 し，気泡 お よ び 脂肪球

が 破壊または変性す る と思わ れる。

　 2，　混 合ゾル の 流動特性

　気泡 ク リーム が ゼ ラチ ン ゾル の 流動特性 に お よぼ す影

響をみ る た め に ．混合 ゾル と対照を 20 ° C に 5分また は

ユ0分間保 っ た後，ず り速度 の 変化に 伴 うず り応力を 測定

して第 2 図に 示 した 。

　 　 　 　5〔巾 　
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　　　　第 2図 気泡 ク リ ーム 混 合 ゾ ル の 流動 曲線

　第 2 図 よ り，ゼ ラ チ ソ ゾ ル に 気泡 ク リ
ーム を 混台する

と，ず ワ応力は 高 くな り，混合 ゾル ，対照 と も保持時間

が長 くな る とず り応力は高くな る。ずり速度を連続的 に

変化さ せ る と保持時間 に よ り異 な っ た 流動曲線を 示 す。

すなわち ，気泡ク リーム 混合 ゾル は ，保持時間 5分の 場

合 は ，ず り速度 の 増加 に 伴 い ，ず り応力は 減少す るが，

ず り速度を次 第に減少させ た 場合もず り応力は増加 し，

逆 チ キ ソ ト ロ t
’一

性を示 すが保持時間が 10分に な る と・

ず り速度の 増 加 に 伴い ず り応力は 減少し，ず り速度を次

第 に 減少させ る とず り応力も減少し，チ キ ソ F　 Pt ピー性

を示す。こ れ らの 傾向は 対照 に お い て もみ られ るが 混合

ゾル の 場合程顕著で は ない 。

　以上 の 結果 よ り，保持時間 5分 の 各ゾル は ，か くは ん

に よ り一般 ゾ ル に み られるよ うな構造破壊 よ り，時 間の
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経過 に 伴うゲ ル 化の 方 が 進み ．粘度の 濃厚化現象 が み ら

れ る の に 対 し て ，保持時間10分の 場 台は，す で に ゲ ル 化

した 状態で ， か くは ん に よ る構造破壊が著しい と考 えら

れ る 。そ こ で 保持時間 と凝 固温度の 関係を み るた め に ．

冷却用水の 温度を20〜5° C に し て 20 ° C の 混合 ゾル と対

照 の 凝固温度と凝固に達する まで の 時間をみ て第 1表 EC

示 した e

　　　　第 1表 気泡 ク リー一ム 混合 ゾル の 凝 固温度

冷嫻 水 の 猿 （
°C） 1・・ ・51 ・。 1 ・

寸

召門
ヌ

日ヂ

気
泡
ク

リ

ー
ム

混
合

ゾ

ル

凝 固温 度 （
ec

）

時　　間 （§ec ）

凝固温度 （
°C）

時　　間 （sec ）

200525020

．0387
．0

ユ6．5
ユ90016

．5
ユ79．0

ユ2590213

．579
．8

工1．069212

．062
．0

　　　　　　　　　 直径 1．5cm ，高 さ17cm の 試験管に

　　　　　　　　　 10g の 20° C の ゾル を入れた 場 合

　第 1 表 よ P，混合 ゾル ．対照 とも冷却用 水 の 温度が 低

い 程，凝 固 温度は 低 く，凝固 しや す い が，各 ゾル と も20

ec
で 長 く保持する と ゲ ル 化す る 。 その 程度 は 混 合 ゾル

の 方が対照 よ り凝固 しやすく，冷却用水が 10° C 以下で

は，凝固温度も1°C 位高 くな る 。 従 っ て 20 ° C 以下 （気

泡 ク リーム が完全に 分散する温度） の 混合 ゾル の 保持時

間 や か くは ん 速度お よび 時間 は ゲ ル の 特性 に 影響をお よ

ぼすもの と思われ る 。

　3．　混 合ゲ ル の体積に お よ ぼ す 混 合ゾル の 起泡 の影響

　混台 ゾル をか くは ん す る こ とは ，ゼ ラ チ ン ゾ ル の 構造

破壊を起 こ すとともに ，気泡 ク リーム もまた変質する と

思わ れ る ． そ こ で，実際 の 調理 に お け る 混合 ゾル の 起泡

性をみ る た め に
，

90％．100％ 起泡 の 各気泡 ク リーム を

上 記 の方法で 調製 した もの （A 法） とA 法と同様 に して

得た 20°C ゾル を 20°C の 水 槽 中に つ け て ，GEnli ．xer

の speed 　No ．5 で さらに ，一
定時間起泡 した もの （B 法）

の 体積 と試料間 の 分散比を第 2表に示 した 。 B 法の 起泡

第 2表　気泡ク リ
ーム 混合後 の か くは ん が ゲル の

　　　　 体積に お よぼす影響

時間 は 90％ 起泡 の 場 台は ，ク リーム の み 起泡 した時．

100％起泡に達す る まで ，（起泡時間は 33秒），100％起泡

の 場台は ，転相 しは じめ る まで （起泡時間は 27抄） とし

た 。

　第 2表よ り，各試料間に は 危険率 1％また は 5 ％で有

意差が 認 め られ ，混 臼 ゾル を起泡す る と体積は 滅少す る。

5G ° C よ り20 ° C ｝こ至 るゼ ラ チ ン ゾル s）お よび 90％起泡一

気泡 ク リ
ーム は そ れ ぞれ起泡性が 高い が，両 者 の 混合 ゾ

ル は ，高 い ずり応力を示 し 起泡 に よ る気泡 の 破壊現象を

起 こす と思わ れ る 。
100％起泡

一
気泡 ク リーム の 場合は ，

混合 ゾ ル の 起泡に よ り，さらに 脂肪球 の 凝 集 も進む と思

われ る が，そ の 速度は，ク リーム 単独の 場 含 よ りは お そ

く，外観上両者間 の 差は 認め られない
。 しか し，長時間

起泡す る とエ T ル ジ 3 ン の 転相 も起 こ り得 る と思 わ れる

ので ，第 3 図に A 法に よ る，ユ00％ 起泡混 合 ゲ ル と起泡

時間を さらに 27秒延長 した B 法 に よ る同 ゲ ル の組織を示

した 。

A 法 ；25
°
C の ゼ ラ チ ン ゾル に 100％起泡ク リ ーム

を 加え，定 速でユO秒か くは ん した もの

糟
項 目

’
＼

go％起泡 100％起泡

ゲル の体積
　　（nil ）

分　散 比

（試 料 間）

A B

112

A B
B 法 ： A 法 で 得た ゾル を さ らに 27秒間起泡 した もの

　　 第 3 図 気泡ク リ
ー

ム 混合 ゲル の 組織

、。51
　

，，ユ 1ユ7

　 一 　 　一 　 　一

　 　 ユ0，4＊　　　　 53．3’e＊
　　　　5．ge

（
9
灣 ）（1驪 ）（

1

難響）

　　　　　　　　　　　　
＊

危険率5 ％で 有意差あ り

　　　　　　　　　　　
＊ ＊

危険率 1％で 有意差あ り

A 法 ： 25°C の ゼ ラ チ ン ゾル に 起 泡 ク リーム を加え，定速で

　 　 10秒間か くば ん し て 20
°
C の 混 合 ゾル とす る

B 法 ： A 法で 得た ゾル を さ らに
一
定時間起泡する

　第 3 図 よ り，混合 ゾル を 長時間起泡す る と，脂 肪球は

凝集し，気泡数は減少す る 。 従 っ て，25° C の ゼ ラチ ン

ゾル に 加 え る気泡 ク リーム は ，100％ 起 泡 の もの と し，

ク リ
ー

ム が 分散す る程度に か くは ん して ゲ ル 化 させ る と，

ほ ぼ 均質な気泡を多 く含 み 0／W 型
一

エ マ ル ジ ョ
ン であ

る ク リーム を 分散 させ た ゲ ル が 得られ る 。

　4．　混 合ゲル の テ クス チ ャ
ー特性

　ゲ ル の テ ク ス チ ャ
ー特1生に お よ ぼ す気泡 ク i）一ム の 影
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気泡 ク リ
ーム 混合ゼ ラチ ソ と f ル の 特性

響をみ るた め に ， 起泡の 程度 の 異 な る 気泡 ク リーム を ゼ

ラ チ ソ ゾ ル に 混含 し て A 法に より調製し，5DC で 30分間

冷蔵 した 混合 ゲ ル と対照 の 硬さ，凝集性，付着性を第 3

表 に ，気泡 ク リーム 混合の影響お よび ク リーム の 起泡の

程度 の各要因に つ い て一元配置法 に よ り分散分析を行い

得た 分散比 を第4 表 に 示 した 。

　　　第 3表 気泡 ク リーム 混 合ゲ ル の テ ク ス チ ・
一特性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冷蔵 30分

1；．O

1［1．u

s．n

硬
　 G．e

さ

（E：L：）

　 　 4．（1

／

iρρrO

＼ 　　 試 料

項 目　 　 ＼ 、

硬　さ （R ．U ）

凝集性 （R ．U ）

付着性 （R ．u ）

対　照

7．S30

．4290

起 泡 の 程 度 （％）

50 ・。 巨 。・

7．290
，4750
．52

6．300

．6300
．63

5．780

．6561
．09

3，〔〕

第 4衰　テ ク ス チ ャ
ー特性に 閨す る分散比

灘 …
・一

一 塑」硬 ・ 降 集 性 ta着 性

気泡 ク リ ーム 混 合

起 泡 の 程 度

12．13 調 ：

3，61“：
232＊＊

83s：＊
891 林

149＊ ＊

　　　　　　　　　　　　　 ＃t 危険率 5 ％で有意差あ り

　　　　　　　　　　　　　＊ t
危険 率 1 ％で有意差あ り

　第3 表，第 4 表 よ り，ゲ ル の 硬 さ，凝集性，付着性 と

もに 気泡 ク リ
ーム を 混台 す る と対照 との 間 に 危 険率 1 ％

で有意差が 認め られ，対照 よ りや わ らか くて ，凝集性 ，

付着性 の 高 い ゲ ル とな る。ク リ
ー

ム の 起泡の 程度は ， 凝

集性 ， 付着性は 危険率 1 ％で ．硬さは 危険率 5％で 有意

差が 認 め られ，オ
ーバ ー

ラ ン が高い 程 ti・レは や わ らか く

な り，凝集性，付着性 は 高 くな る 。

287）

　 　 　 　 　 一

　 　 　 〇　　　　1− 　　　 2u　　　　30　　　　　　　t；o

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｝てr蔵 II与闘　（分 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 （冷蔵 畠ll度5℃ 〕

第 4図 気泡ク リ
ーム 混合 ゲル の 冷蔵時間の経過 に 伴 う

　　　 硬 さの変化

o．s

0．7

　 　 o．6
凝
集’
口：D．5

（RLT）

　 　 〔［．1

〔173

o，コ

　 　 　 　 Q　　　　 1｛）　　　　 L“　　　　 ／・］［
’
＋　　　　　　　 （；u

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 冷蔵II劉問　（分う

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Gi∫蔵 砧よ度 5℃ ）

第 5図 気泡 ク リーム 混 合ゲ ル の 冷蔵 時闘の 経過に 伴 う

　 　 　 凝集性 の 変化

2．〔〕

　 L5

付
詞
卩
〒

性 1．〔［
（rこu ）

0．5

1−1鴨亀一〇

争 ケ lt

1U　　　　　とい　　　　　3Q

　 　 　冷澁ll与問　（分 ）
　 　 　（冷蔵 保 混5℃ ）

一

　 　 6u

第 6図 気 泡 ク リーム 混合ゲル の 冷蔵時 間の 経過に 伴 う

　 　 　 付 着性の 変化
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粘度 は 高 くな る 。

　  　20 ° C の ゾル の 流動特性は ，保持時間 に よ り異な

り．保持時間 5分で は逆チ キ ソ ト ロ ピー性を示すが 10分

で は チ キ ソ トロ ピー性を示す。こ の 傾向は 混合 ゾル の 方

が対照 よ り顕著である。

　（4） 冷却用 水 の 温度に よ り ゾル の 凝固温度 は 異な り，

20 ° C 位で も長時間保持す る とゾル は 凝固す る 。 こ の 傾

向は 混 合 ゾ ル の方が対照 よ り顕著で あ る。

　  　気泡 ク リーム を ゼ ラ チ ソ ゾル に 混合する と ゲル の

硬さは や わ らか くな り，凝集性，付着性 は高くな る。

　（6） 混合 ゲ ル を冷蔵する と ， 硬さは 冷蔵20分まで 急速

に 上昇し，以後緩慢とな る 。 凝集性 は ， 時間 と と もに 低

下す る が付着佳は ，冷蔵20分まで急速 に 上 昇 し，以後次

第に 減少する 。

　終わ りに ，本研究に あた り，貴重な ご助言を賜わ 9ま

した松元文子先生に 感謝申し上 げます。
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圄 匣區 ー介 一

橋本正巳著　「公衆衛生現代史論」

　本誌で 紹介する こ とに ，一寸疑問を もた れ るか も し

れ な い が ， 栄養士 養成 ・栄養指導 に あたられ て い る方

も多い と思 うの で 本書を 紹介 して お きた い
。

　栄養指導は 公衆衛生 ・地域保健活動 の一
環で あり，

そ の ため に は 背景 とな る公衆衛生 に つ い て 理解 を深 め

な くて は な らな い
。

　本書 は わが国で 公衆衛生が大きく発達した第二 次大

戦直後か ら保健所長 ，厚生省を 経 て 国立公衆衛生院 の

衛生行政部長を勤 め てお られ る橋本博士 が公衆衛生の

歴史と，近代公衆衛生 の 確立，そ して 戦後世界で の 公

（A5 判 302ペ ージ　定ra　3，
　500円　光生 館）

衆衛 生活動 に つ い て ま とめ られ た もの で ，豊富な 文献

と，著者自らが それぞれ の 国で 調べ られ ，また 国際会

議で得られ た資料等が もられ て い る e 今 日そ して将来

の 公衆衛生活動は どうあ るべ きか を 知 る良書 と信 じて

い る 。

　内容 は ．  序説，  先史時代，  古代ギ リ シ ャ
・・

「
マ 時代，  中世 の時代．  中世 か らの 解放 と重商主

義，  啓蒙思想 と二 重 の 革命．  近代公衆衛生 の 確立

  世紀の 転換か ら第二 次大戦 の 終末まで ，  第二 次大

戦後，  1960年以降，  終章　となっ て い る 。 （元 LLD
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